
１ 献血の推移

＊献血率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　×　100

年度
区分 200mL献血 400mL献血 成分献血 計

（単位：人）

献血量

年　度

県内の献血率

全国の献血率

献血者数（県外在住者を含む） 富山県の人口（富山県HPより）
日本の人口（総務省統計局HPより）
各年10月１日での算出　千人単位で四捨五入献血可能年齢（16～69歳）人口
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2,378
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1,638
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1,077
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23,655
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23,962
23,610
24,546
25,035
25,757
26,510

11,605
11,753
11,354
11,745
12,417
12,733
11,624
10,119
11,158
12,111

38,961
37,965
36,457
37,352
37,935
37,468
37,400
36,231
38,020
39,980

15,109 L
15,128 L
14,825 L
15,020 L
16,443 L
16,451 L
16,377 L
15,752 L
16,700 L
17,529 L

成分献血者400mL献血者200mL献血者
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献血率％

２ 市町村別献血者数の状況（県外在住者を含まない）

３ 職業別献血者数の状況

39,980人
献血者数

男性　29,124人
（72.8％）

女性　10,856人
（27.2％）

会社員
65.0%

学生
9.2%

公務員
10.9%その他

14.9%

男性
52.2%

男性
4.6%

男性
7.4%

女性
7.5%

女性
4.6%

女性
12.8%

女性
2.3%

男性
8.6%

※献血者数は献血者の居住地（市町村）で累計
※献血率は「市町村別　年齢別人口（令和６年10月１日推計）」（県統計調査課）を基に
　献血可能年齢（16～69歳）人口により算出
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R6（年度）R5R4R3R2R1H30H29H28H27

４ 年代別献血者数の状況（総献血者数に対する年代別構成比）

５ 年代別献血率の推移（献血可能人口に対する年代別献血率）

16～19歳　　　　20～29歳　　　　30～39歳　　　　40～49歳　　　　50～59歳　　　　60～69歳

R6
（39,980人）

R2
（37,468人）

R3
（37,400人）

R4
（36,231人）

R5
（38,020人）

（年度）

%

（人）

献血者数

※献血者数は献血者の居住地（市町村）で累計
※献血率は「市町村別　年齢別人口（令和６年10月1日推計）」（県統計調査課）を基に献血可能年齢（16～69歳）人口により算出
※平成27年度は国勢調査の人口
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５ 年代別献血率の推移（献血可能人口に対する年代別献血率）
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年
代
別
献
血
率

献

　血

　者

　数

0 20 40 60 80 100

（％）

50～59歳 60～69歳40～49歳30～39歳20～29歳16～19歳

0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

4.5% 15.3% 16.1% 27.4% 26.7%

4.3% 15.0% 16.4% 28.9% 26.2% 9.2%

10.0%

4.8% 14.8% 15.3% 25.4% 28.8% 10.9%

5.8% 14.6% 14.5% 22.0% 30.4% 12.7%

4.5% 14.2% 15.1% 24.1% 30.2% 11.9%

− 3−



 

 

１１  献献血血推推進進のの概概要要  

１１  経経過過  

  １１））  閣閣議議決決定定  

   わが国の血液事業は、戦後間もなく売血に依存していた民間血液銀行と献血を主体とした

日本赤十字社の血液銀行によって始められました。 

   しかし、当時の社会情勢においては、献血運動が伸び悩み、むしろ売血が盛んとなり、常

習売血者による無理な供血が比重の低い血液提供や血清肝炎の発生等、いわゆる「黄色い血」

といわれる社会問題を引き起こしました。 

   そこで政府は、売血制度の弊害をなくし血液事業の正常な発展を期すため、昭和３９年８

月２１日、献血推進について、次のような閣議決定を行いました。 

 

 

献献血血のの推推進進ににつついいてて  

昭昭和和 3399 年年 88 月月 2211 日日  

閣閣    議議    決決    定定  

 

 政府は、血液事業の現状にかんがみ、可及的速やかに保存血液を献血により確保す

る体制を確立するため、国及び地方公共団体による献血思想の普及と献血の組織化を

図るとともに、日本赤十字社または地方公共団体による献血受入れ体制の整備を推進

するものとする。 

 

 

 ２２））  新新血血液液法法  

   「採血及び供血あっせん業取締法」を全面的に改訂し、新たに献血による国内需給を原則

とする「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」が平成１５年７月３０日に施行

されました。 

  （１）基本理念の設定 

     血液事業の運営指針となる基本理念が設定されました。 

    ① 安全性の向上 

    ② 献血による国内自給の原則、安定供給の確保 

    ③ 適正使用の推進 

    ④ 血液事業の運営に係る公正の確保及び透明性の向上 

  （２）関係者の責務の明確化 

    基本理念にのっとり、血液事業に携わる国、地方公共団体、採血事業者、原料血漿の製

造業者等及び医療関係者の責務が明確化されました。 

    地方公共団体については、「都道府県及び市町村は、基本理念にのっとり、献血につい

て住民の理解を深めるとともに、採血事業者による献血の受入れが円滑に実施されるよう、

必要な措置を講じなければならない。（法第５条）」とされています。 

 

６ 献血申込者の状況
令和６年度献血申込者数　44,108人

７ 献血できなかった方の状況

８ 輸血用血液製剤の供給推移
（単位）

単位：200mL換算

供　給　実　績

全 血
赤血球
血 漿
血小板
合 計

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
4

49,905
10,193
72,740
132,842

-
49,258
11,519
75,510
136,287

4
48,651
11,231
73,005
132,891

-
48,009
11,881
63,935
123,825

-
49,262
13,654
65,435
128,351

-
49,715
12,270
67,725
129,710

-
50,220
13,157
66,475
129,852

-
51,821
11,313
66,750
129,884

-
50,026
10,913
65,735
126,674

-
51,029
12,133
66,105
129,267

全　血赤血球血　漿血小板
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R6（年度）R4 R5R3R2R1H30H29H28H27

男性　1,732人（42.0％）

女性　2,396人（58.0％）

献血者
39,980人（90.6%）

血色素不足
473人（27.3％）

血色素不足
1,585人（66.2％）

その他（事前検査含む）
331人（13.8％）

問診該当②
365人（21.1％）

その他（事前検査含む）
324人（18.7％）

血圧
 238人（13.7％）

男性
29,124人（66.0％）

男性1,732人（3.9%）

女性
10,856人（24.6％）

女性2,396人（5.5%）

献血できなかった方
4,128人（9.4％）

問診該当① 90人（5.2％）

血圧 80人（3.3％） 問診該当① 46人（1.9％）

服薬
 242人（14.0％）

服薬 145人（6.1％） 問診該当② 209人（8.7％）
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